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2.連携 研 究 と研 究 支援 体 制 につ いて
福島県農業総合セ ンター との連
ま　　　のイ　　　
携研究に関する概要と、京都大学側 雛 存圏研究所 一 醗黙蔑鴉研究所
の研究支援体制について紹介する.:謙 響シゥムの測定 噸 騨
私 自身、4月 か ら福 島県農 業総合セ1翻 素隷 簿 箒摺 課 にょる
ンター と農業用地 の除染 に関す る研 セシウム溶出率について'践 。
難郷難 蝶 業:五罪1耀ミ 葱
汚染を実際現場で目の当た りにする ■ 畢 京都大学物質一細髄 合システム拠点
と、その深刻 さと、膿 糖 からの 羅 欝 セン・一 ←'轟 蕩 犠 認・
復興も含めた暗中模索な状況に対 し 実証技術の提供騨 杏葺奨覧驚 響所
て 愕 然 とな っ た。 しか しな が ら、現'汚 染水処理の検言正等
地 セ ン ター の研 究 員 の 方 々 の冷 静 な 図2:研 究支 援 体 制
*2012年7月12日 作 成 本 稿 は第8回 生 存 圏研 究所 公 開講 演 会(2011年10
.月23日開催)講演 要 旨 に加
筆 ・修 正 を行 っ た もの で あ る.





京都大学が持つ様々な研究設備や技術を研究支援 として使えないか、自分 自身の研究協力 も含めてそ
の可能性を探す事 となった。4月 当初の時点では京都大学物質一細胞統合システム拠点の古屋仲准教













京都大学としての活動 として認められ、福島県農業総合センター側 との関係 も、「放射性物質の除去 ・
低減技術の開発状況について」という連携研究課題の一つ として正式に認められ、現在まで様々な測
定や研究を行ってきている。



















川砂(5117)褐 色森林土(5117)黒 ボク土(5117)灰 色低地土(5117)褐 色低地土{5117)
図3:表 層5cmサ ンプルの各種 土壌 の放射性セシ ウム強度
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壌(川 砂 、褐色森林土、黒ボク土、灰色低地土、褐色低地土)に っいての放射性セシ ウムの強度測定
を行った。測 定にはRIセ ンター分館 のゲルマニ ウム半導体検出器 を用 い、各サ ンプル(100g)の測定
時間は10分 とした。
















畑(5!26}表層5cm畑{5/26)表 層15cm非 汚染 土(H22)
図4:灰 色低 地土の表層高 さ方 向 と過去 の土壌の放射性強度 の違い
と思われた川砂 でも10000Bq/kg以上 の値 を示 している。 また、高 さ方 向 と過去の土壌 の比較 として、
灰色低地土の表層5cm採取のサンプル、表層15cm採取のサ ンプル、また室 内保管 されていた被汚染土
壌 についての放射線強度の比較 も行 った。既 に様 々な研究機関 ・大学で報告 されてい る様 に、原発 フ
ォールア ウ トで降 り積 もったセ シ ウムは表層5cm辺りに90%以上含 まれてい る事がわかる。
3-2.除 染技術 と実験結果 について
除染技術 に関 して は、過 去の事例 としてス リーマイル 島やチェル ノブイ リ原発の事故にお ける放射
性核種(セ シ ウム、ス トロンチ ウム)に よる土壌汚染 に対す る研 究は多々行 われてい るが、特 にセ シ













純 水 の みKH2PO4KCI硝 安NH4NO3酢 安CH3COONH4
図5:肥 料 系薬剤 によるセ シウム抽 出率(上 澄み)
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雛誕 魏講二玉灘 飢籍懇 。゜…
多いが・現地 でも麟 されているが放購 強 。 。 °
度がゼ ロになるこ とは非常に難 しく、台風等oo
の天候に よ り放射 性セ シウムの移行 がみ られ、OoO
せ っか く下がっていた放射線 強度 がまた上が
って しま う事例 もある。我 々は除染技術の一 目に見えないナノ(nm)粒径の空
環 と して、通 常の水の 中に非常に細 かい空気 気が水に含まれる事で・
微粒子(ナノメートノレサイズ)を高灘 に含 嚢悪灘 騰 上機能
んだ水(ナ ノバ ブル水)を 使 って、放射能汚 が見込まれる。
贈 讐 勲 諜 諜 白灘 雛 吾 図6・ナノバカレ水
を使 って生成 され た物 を用 い、サ ンスター
(株)か らの協力 の下、サ ンプル として使用








図7:ナ ノ水 に よ る土壌 洗 浄 効 果(減 少 率 をcps/gとして 表 記)(左:川 砂 、右:礫)
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してい る。 このナ ノバブル水 は空気微粒子が安定 して水 中に存在す る事 が知 られてい るため、1ヶ 月
程度安定 した濃度 のナ ノバブル水 として利用できる。 また、ナ ノバ ブル の効果 として界面活性作用 と
衝撃圧力作用 があるので、鉱石 中に固定化 された放射性セ シウムに対 して、高い浸透性 とその洗浄効
果が期待 出来 る。初期実験結果 を示すが、実験手法がまだ手探 りの状態 であるにも関わ らず 、通常の
水 と比較 してその洗浄効果は10%以上高い結果が出ている。 この有意 な差 については今後精査 して、
最適な洗浄手法 を確立 しっっ、現地実験 に生かす事 が出来 る様対策 してい く予定であ る。
尚、本研 究は震災対応研 究 としてスター トし、京都大学総長裁 量経費 を使 って研 究を進 めてきた結
果、そ の研究実績 を認 め られ、日本原子力研 究開発機 構 平成23年 度除染技術実証試験事業 「ナ ノバ
ブル水 を用いた放射性セ シウムの直接洗浄効果の実証」 として実際の除染実証 を行い、実際の成果 を
挙 げた。また、国立大学協会震災復興 ・日本再生支援事業 と して も採択 され、平成23年度 に引き続 き、
平成24年度 も研究 を進 め、放射能汚染 に関す る研究だ けで無 く、現地の農業 関連の研 究分 野に対す る
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